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田畠役（人役）の地域について

寛＊国安

Iはじめに

1．地域のはあく

最近，「地域」を課題とした企画や論文が目に付く。

岩波書店では『岩波講座日本考古学』の第5巻「文化の

地域性｣を企画しているが，その趣旨は｢単なる遺物の地

域差とは異なる,地域のもつ自然や歴史的環境の特性を

ふまえた『地域性』を重視し,そうした地域性を通時的・

空間的に体系化して，日本列島の原始・古代の動態を

明らかにする｡｣’)としている。また，村井章介氏は，

「中世日本列島の地域空間と国家｣2）の中で「最近，

ミ国境をはずして考える日本史鳶の重要性が強調され

中世史の分野でも，たとえば東シナ海をとりまく地域

をミ倭冠世界ミとして一体的にとらえようという観点

が出されている｡」とし，古代から中世にかけての境界

域を究明の上，氏自身は，地域を論ずる場合，国家と

いう視野を入れないと，「地域論は歴史的規定性をみ

うしなってしまうであろう｡」としている。

一方，当館では「設立構想」の理念を受けて，準備

室当時から地域性を重視し，県内の各地域を取り上げ

て総合的な調査研究の上，地域展示に結実させてきた。

しかし，県内の地域内部だけの調査研究では，県域全

体の地域像を見失うことにもなりかねないので，県域

全体の問題意識を常にもつという意味において，昭和

58年度から公開シンポジュームの形態をもって「秋田

の南北性」を2年間続けた。また本年は，「山本・北

秋田郡境をめぐる諸問題」を提起した。

岩波講座日本考古学の企画や村井氏論文等との関連

を考えるとき，秋田県博の地域研究は，一面において

は全国的な動向における「秋田版」ともいえる。そこ

では，きめの細かい資料操作や実証が可能である。そ

のような地域の掘り下げだけでなく，地域の面を広げ，

その同質性をさぐり，意味を明らかにする作業をもあ

わせて行うことによって，地域の全体像が明らかにな

るものと考える。

このように，近世でいえば地域から藩領域そして東

北・日本へと，地域史の視座から一国史への提言があ

ってよいし，また，その積み上げによって，日本史像

の再構築につながる問題も発掘可能ではないか，と考

えるものである。

その際，とくに力説したいのは，近年とみに盛んに

なっている市町村史や市町村研究団体の成果を十分と

り入れ，それを基盤とした問題設定や論の展開を考え

るべきであるし，現実に可能である。ただし，市町村

の研究の動向や諸問題については，稿を別にして論じ

たい。

本稿は，上記の提案の中，市町村の調査研究に多く

依拠しながら秋田藩領域だけでなく,弘前・南部．仙

台領の東北地域北半にかかわる同質性を追求しようと

するものである。

2．呼称について

①総称

イ、弘前

○文政八年(1825)差上控に「田方反別人役之事」

（弘前市立図書館蔵「岩見文庫｣）

ロ、南部

○七戸通検見之事

（前略)一､畑形壱人役監護弐百七拾六坪
積高壱石の人役積左之通（後略）

弘化三年（1846）「御検見作法書」

（税務大学校「南部藩検地検見作法害｣）

○文政三年（1820）「万覚書」

一、人役一斗三升粟大豆にて
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国安 寛

岩泉町中村屋半兵衛

（森嘉兵衛著作集第五巻「奥羽名子制度の研究｣）

○文久三年（1863）紫波郡煙山村高橋家

「由松別家諸入用控」

（前略）畑返四人打百三十苅，畑人役十人役斗

（森嘉兵衛著作集「前同｣）

ハ、秋田

○明治五年(1872)壬申九月御納戸御開拓畑返新開

附人役積取調帳」一関氏⑳

（大館市史編さん調査資料第二十一集「付一関家文

書貢租関係資料｣3） （－は筆者）

以上，弘前・南部・秋田地域における田畠役の総称

は，「人役」と呼ぶことがおおよそ確認できる。しか

し，つぎにのべるように，「何人役」に由来するとす

れば「何ツ役」が「人役」の概念外になるので，表題

では「田畠役」とし，総称の可能性を含む意味で｢(人

役)」とした。従って，今後，研究の進捗によっては変

更もありうる。

②呼称の仕方と対概念

詳細についてはⅡでのべるが，概括的にいえば，田

あるいは地域によっては畠の場合も「何人役」という。

秋田の大館地方に伝承されている呼び方は「1人役＝

ヒトリャク」4）である。また，畠については「何ｼ役」

と呼ぶ地域が多い。さらに南部領の中部では田の場合，

「何人打」という地域がある。これは，田「何人役」

の別称と考えられる。

この「田畠役」が表示されるか所，すなわち，後に

ふれるように，経営帳簿・書上・土地証文等には｢苅」

が用いられる場合があり，この地域的相異も念頭にお

いて考えたい。「田畠役」と「苅」は異質の概念であ

る。その点をも含めてのべてみたい。

3．呼称地域の概要

Ⅱでまとめるが，「田畠役」は現在のところ弘前・

南部・仙台領北部・秋田領秋田郡北部で確認できる。

しかし，この東北地域北半だけでなく，全国的に現在

収集しえた資料をあげるので，大方の御教示をえたい

ものである。

①広島県山県郡千代田町八重

（イイ)as才以上は1人役,10-14才は半人役ま

たは7分役,7-10才は3分または半人役ときめ…

…」（民俗学体系5「生業と民俗」＜稲作＞）

②四国地方

戦国時代「清良記」

田一町歩の耕作についてみるに，

一、一人役糞掛り運には馬を用……

（森嘉兵衛著作集第四巻「奥羽農業経営論｣）

③阿波祖谷地方

「…名主は下人1戸より年5人役を課す。名子より

は年30人役を課す……」〈全国の民事慣例類集〉

（古島敏雄著作集第一巻「揺役労働の崩壊過程｣）

④福岡県田川郡

「産業賦役に属するものは麦蒔，稲刈，稲扱，田草

取，干草切各一人役と田植，これは名子の全家族

と牛馬とで二日である｡」

（有賀喜左衛門著作集Ⅱ「日本家族制度と小作制度

下｣）

⑤京都

「産業賦役は田植や麦蒔で，ともに一人役以上，し

かも田植には牛馬をつれていく。」

（「前同」）

以上のように確認できるのは，中国・四国・九州の

関西方面であって，内容的には必ずしも東北北半地域

のように「田畠役」よりはもっと広い労働をさすよう

である。全国的には資料不備であって，後究をまたな

ければならなL､。

4．研究例

浪川健治氏は，津軽藩が「人役制」を採用した理由

として「一日当りの労働量が面積単位の基準となった

背景は，町段歩という単位面積当りの生産量が一定し

ないこと，石高制一般の様に石高を以って土地生産力

を表すことの困難さにあろう。稲作の北限ともいうべ

き津軽地方は自然条件の影響を受けやすく，かつ前期

に集中する新田開発の盛行は，生産増大を実現する反

面，生産が不安定な耕地の広汎な展I淵でもあった。

従って単位あたりの標準量を基礎に生産力表示するこ

とは，標準収穫量そのものが一定しないため無意味と

なり，石高制を一般的な形態のまま土地所有の体系と

しては導入しがたいのである。それ故，石高制を導入

するにあたり，津軽藩は面積単位に独自の内容を与え

たのである5)｡」稲作生産における自然条件の劣悪さか

ら津軽藩ではストレートに一般にいう石高制をとらず

「人役制」をとった，としている。この場合，基本的
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田畠役（人役）の地域について

な生産力関係は，南部・仙台領北部・秋田領秋田郡北

部でも氏の論理で説明できそうである。しかし，津軽

藩の土地政策とは同じでなかった。その点をも考慮し

て，以下検討しよう。
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⑥
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Ⅱ地域について

1．弘前

①天和（四年-1684-)沖館村（平賀町）書上絵図

附属諸品書上帖

（中略）

一、田威拾壱人半役御蔵抱地庄屋甚四郎

（中略）

惣田数合て八百九拾九人弐歩五厘

（中略）

畑之部

御蔵

一、畑九人役八歩抱地序屋甚四郎

（中略）

惣畑数合三百六人役六歩

②天和四年大光寺御代官町（所力？）

新館村(平賀町)鶴田畑屋敷其外諸品書上げ帳
（中略）

一、田拾七人役試厘抱地庄屋勘助

（中略）

惣田数合六百七拾試人役司歩七厘

（中略）

惣畑数合弐百三拾六人役四歩五厘

③天和四年言上帳唐竹村（平賀町）之分

（中略）

唐竹村御蔵

一、田試拾四人役抱地庄屋半左衛門

（中略）

惣田数合弐百拾七七（？筆者）人役六歩七厘

（中略）

畑之部

唐竹村御蔵

一、畑五人役抱地序犀半左衛門

（中略）

惣畠数合弐百五拾八人役七歩八厘

④天和四年当時の小国村（平賀町）

（中略）
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寛国安

上田舎館村御 蔵

松橋に有
抱地庄屋孫右衛門、田二二十一人役

（中略）

惣田数合千弐百拾弐人役三歩

（中略）

御蔵抱畑

あんやうしに有
抱地庄屋孫右衛門、畑ﾉ凡人役

（中略）

惣畑数合弐百三拾三人役九歩

（中略）

⑨本田舎館村（田舎館村）天和書上帳

（中略）

一数,馬田有
、田数十九人役二歩庄屋抱地孫左衛門

（中略）

惣田数合千百五人役九歩

（中略）

上野にあり
抱地庄屋孫左衛門、畑ﾉ、人役一歩

（中略）

惣畑数合四百五十九人役八歩

（中略）

⑩諏訪堂村（田舎館村）天和書上帳

（中略）

館之内に有
抱地御百姓半左衛門．、田拾ﾉ、人役六歩

（中略）

同村御蔵

南 城 に 有
、畑地四(人力？)役弐歩抱地御百姓四郎左衛

（筆者）

門

惣畑数合百六拾六人役九歩六厘

⑪大根子村（田舎館村）天和書上帳

（中略）

大根子村御蔵

いかり坪に有 抱地庄屋嘉右衛門
、田二十二人役

（中略）

惣田数合八百七人役四歩五厘

（中略）

同村御蔵

下大根子屋岸に有 抱地庄屋嘉右衛門
、畑二十一人役 四歩

（中略）

惣畑数合三百四十三（人力？）役九歩
（筆者）

（後略）

（館城文化第2集）

⑫田方反別人役之事

（中略）

一、同（田方）壱人役者弐百坪二而壱反者壱人半

役也

（中略）

右者文政八酉年(1825)差上候如

（弘前市立図書館蔵「岩見文庫」）

⑬永代責渡申田畑護文之事

（中略）

田畑合弐町壱反弐畝廿三歩

分米弐拾弐石三斗三升七合

右之田畑私持抱御座候所（中略）

明和元甲申年（1764）閏十二月

大光寺村（平賀町）渡人

藤兵衛④

（中略）

本町村久兵衛殿

（同上）

⑭永代相渡申田方護文之事

（中略）

田方合八反八歩

分米八名八斗三升

（中略）

石川村（弘前市）渡人

新助④

（中略）

安永十辛丑年(1781)正月

石川村

亀之助殿

（同上）

⑮永代二相渡候田畑屋鋪澄文事

（中略）

反別合五反弐畝拾八歩

分米五石三斗四升六合

（中略）

金屋村（尾上町）渡人

六右衛門⑳

（中略）

天明六丙午年(1786)正月

登？長治郎殿

（同上）
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田畠役（人役）の地域について

⑯田方年賦護文之事

（中略）

一、田方六人役者定乳井村領二有

此斗代米拾弐表

（中略）

乳井村（弘前市）地人

長三郎④

文政十二年己丑年(1829)十二月

松木屋三次郎殿

（同上）

⑰永代相渡田方護文之事

（中略）

高弐石五斗四升三合

田方合三反九畝六歩

。(中略）

十五郎跡

新里村

久次郎抱

中三人役内三人役

都合六人役

（中略）・

新里村（弘前市）渡人

久治郎④

弘化二乙己年（1845）十二月

松木屋三次郎殿

（同上）

⑬金木村（金木町）「天和書上帳」

一、給地田地一八○五人役七歩

内一○人役金木村より嘉瀬村へ越

石

外五○七人半役田地

一、御蔵田地四九九人役二歩

総田数合二三○四人役九歩

一、給地畑三二六ツ役四歩

一、御蔵畑五四ツ役二歩

総畑数三八○（ツ 脱 力 ？ ） 役 六 歩
（塞括j

（ 下 略）（金木郷土史）

⑲川倉村（金木町）「御蔵給地新開地並小帳落書上

帳」

一、田数合三一人役二歩

内四人役一歩御蔵

二七人役一歩給地
｡（ｼｶ？）

一、畑数合五○人役三筆者歩）
（薩者）

内四二ツ役四歩御蔵

セツ役九歩給地

（中略）

貞享二年（1685）六月二日

川倉村庄屋茂左衛門⑳

（同上）

⑳（五）藩士在宅と給地

1天和年間当時における自作在宅者

（中略）

記

田 四 十 二 人 役 半 畑 一 ツ 役

御小人弥左衛門手作

田五十七人役半畑十三ツ役

松田五郎左衛門組警固高木久兵衛手作

（下略）

（同上）

⑳小山内家蓮花田村（木造町）開発

かくして寛文三年から同九年までの七年間に開発

された蓮花田村はつぎのようであった。

一、田畑六百拾四人役

（下略）

（鶴田町誌）

⑳津軽地方の開拓

（前略）開拓を本格的に進めたのは天和一貞享の

頃からで（中略）それ以前の田は古田と称し一人

役六畝二十歩（約○．七アール）それ以後開墾さ

れたものは新田と称し一人役一段歩（十アール）

とした。（中略）

3，参考資料イ耕作仕付年中行事真土

玉田松吉蔵

（中略）

一、地方之内五人役七人役と僅手作之もの共は鼻

先の利潤に迷ひ自分の屋処内に沢山有之肥養

を捨置一文高い或は少分駄賃等に目宴秋不作

を取候事（中略）

一、田ノ九

十二月から翌二月中

男女壱人二付草鮭五拾足

中縄弐千尋但壱人前之仕事(下略)(岩木町誌）
ｄ
Ｅ
４
Ⅶ
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寛国安

⑳明治4年（1871）申達

一、先般申達候田方別紙高割ノ通分与被申付候

尤地所配賦之儀ハ取調中二付追テ可申達候

此旨申達候也

九月

覚

一《田方弐拾四人役宛定禄三拾俵士族

一、同弐拾人役宛同弐拾五俵士族

一、同八人役宛一代士族

右之通御分与被申付候

（平内町史「辻村家文書｣）

⑳天和四年（1684）三月十二日庄屋九兵衛代に「西

ノ浜種里村（鯵ヶ沢町）御蔵給地田畑屋敷其外諸

品書上帳」（中略）

惣田数合九百拾八人役壱分五厘

惣畑数合九拾八ツ役九歩

（鯵ヶ沢町史第一巻）

⑳売渡し申田地之事

一、田数合五拾八人役いの年6､とら年迄四ケ年此

代六百三拾弐匁請取申所実正也。（中略）

斉藤孫助

天和二年（1682）四月廿一日

一戸次右衛門殿

（同上）

⑳館前（鯵ヶ沢町）清野兵四郎天保十年（1839）

「日記」田植

岩 川 壱 人 役 又次郎田

虎髪九人役同人田

稗弐人役同人田

稗弐人役源六沢

しなり三人役藤右衛門田

伝兵六人役同人田

しなり一人半稗半役藤右衛門田

しなり 四 人 役伝兵三人役赤餅弐人佐

次右衛門

虎髪一人役伝兵六人半佐次右衛門

（同上）

⑳津軽見聞記宝暦八年（1758）鯵ケ沢旅宿

一、田地を一反二反といわず，一人役二人役とい

ふ。一人役というは二百坪に而（下略）

（西津軽郡史）

⑳年符田地之事

田地三人役

一、拙者抱地ノ内関村越石所ハ小塩崎二有

右此代銭五百四拾九匁七分来子ノ年6､己ノ年

まて六ケ年ノ内無年貢二売渡（後略）

柳田村（深浦町）本人

吉右衛門④

（中略）

享保四己亥年（1719）十二月九日

大屋吉右衛門殿

（岩崎村松神大屋州史氏蔵）

(
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2．南部

①田利作手形之事（｢岩城屋文書｣）

一、拙者知行之内，於前川原二田五人役，長数弐

弐枚二而，金壱両三歩，健二請取，貴殿江利

作二相渡候処実正明白也。（中略）

文政八年（1825）酉十一月小原寅之助印

同甚太印

同五郎印

岩城屋清左衛門殿

（七戸町史）

②八戸藩九戸郡軽米町元屋五郎助寛政三年(1791）

「持高田畑数書上覚」

稲田三百六十苅

大豆二十二役半，稗二十一役，粟五つ役

〆五十四役半，〆高十石二斗二升六合

（森嘉兵衛著作集第五巻｢奥羽名子制度の研究｣）

③弘化四年（1847）「軽邑耕作紗」（軽米町）

淵沢定長は軽米地方での適正農業経営規模を「一

人一疋にて，こやし足りなぱ畑五つ役位と田五六

十苅は作らるべき也」と述べている。（後略）

（軽米町誌）

④九戸郡大野村（大野村）晴山家の名子契約書

永代売渡手形之事

一、拙者所持罷在候当九月御竿入相成候家屋敷廻

四ツ半役此竿数十五二五半並家ノ前一ツ役半

之場所，此竿数八二二七二－八打切共畑数〆

六ツ役（中略）

文政十一年子(1828)天満

十 二 月 十 四 日 売 人 寅 吉 印
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田畠役（人役）の地域について

全前

証人嘉兵衛印

橘屋清助殿

（下略）

（森前同第五巻）

⑤大野村（大野村）晴山家安政三年（1856）「室

場鉄山井諸用日記」

田

一、日一人五十苅宛

一、年一人三百苅宛

但男女共尤田植一日一組七十刈

田かき之時は人二人馬一疋二而百苅

やち田こすり一日一人男女共二五十苅

畑

一、日切懸一人五人役宛

一、年一人十二人役6,拾五人役迄宛

（下略）

（森嘉兵衛著作集第八巻「日本僻地の史的

研究｣））

⑥九戸郡江刈村（葛巻町）村木家天保七年（1836）

「不作害上帳」

（前略）

〆五十七石八斗二升七合

此畑数四百六十五役

（下略）

（森前同第五巻）

⑦九戸郡葛巻村（葛巻町）田代三浦家文化七年

（1810）

永代売渡証文之事

一、拙者持高一石一斗畑数十二役（下略）

（森前同第五巻）

③永代遣証文之事

一、をかくち手作畑二十九半役，小高三石七升二

合，案堵銭百四十二貫五百文，健二請取候事

、相違無之候，以上

天明七年（1787）忠左衛門④

伊勢松方江

（岩泉地方史く上巻>）

⑨岩泉町中村屋半兵衛家文政三年（1820）「万覚

書」

一、九斗一升佐助，下大岩と申畑七人役下畑な

り

一、人役一斗三升粟大豆にて

（森前同第五巻）

⑩岩泉町有芸

（一つ役）この焼畑の耕作はかなりきつかったと

L,う。泰次郎さんはこう語る。（中略）一日一つ

役（二人）でも三畝だすか。（後略）

（農文協「人間の原点をここにみる｣）

⑪享保八年（1723）借用手形之事

（前略）大畑ケかまL､之内八人役喜入置右畑何時

もに永代二渡シ可申候（下略）

（岩手県立博物館蔵「岩泉町指畑佐々木善四郎

家文書｣）

⑫下閉伊郡石峠村（山田町）豊間根家

目録覚

（前略）

一、畑形腰山七人役

但し御帳面角之丞と有之永代持手形添

一、同勝山三人役

但シ吉之丞請地持手形添

一、田形飯岡村三百苅

但シ源十郎6､借地持手形添

一、下人一人

一、牛一疋

〆

右之通僅害之至候得共此度分進候以上

寛延四年未ノ（1751）四月十一日

豊間根七郎右衛門

豊間根磯右衛門殿

（森前同第五巻）

⑬天保九年（1838）一戸町小野寺文書の小作

一、畑一つ役高二斗五升清二郎

稽米銭八百文

（下略）

（森嘉兵衛著「九戸地方史上巻｣）

⑭天保七年（1836）借用代物手形之吏

土深井村（鹿角市）御蔵入御年貢地半役

高四斗作助地

田形二人半役（下略）

（比内町史編さん室蔵）

⑮文久元年(1861)永代売渡申手形之事

－7－
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寛国安

門四郎作り本高拾弐石四斗六升五合之内畑形

ニツ役高〆五斗代此案堵銭弐拾貫文只今憧受

取（後略）

（同上）

⑳岩手郡永井村（玉山村）文政十三年(1830)

年季有合田形手形之事

一、当御役御金銭上納成兼申二付，拙者持地御蔵

入下田村之内永井村二而久五良作本高六石三斗

七升五合之内田形壱人役昌五斗代二爾来ﾀﾛﾉ年
作より巳ノ年作迄中年十五年拾五作二相定（後

略）

（同上）

⑳御明神（雫石町）清兵衛家宝暦十一年（1761）

（前略）五十人打（約三町五反）を与えて弟を分

知させる程の大百姓であった。（中略）一人打ち

（約七～八畝・七～八アール）（後略）

（雫石町史）

⑳長山村（雫石町）文政十三年（1830）

借用申手形之事

代物拾五貫五百文（中略）上野長蔵様御知行所狐

塚二而田高四斗也御差紙ヲ以与之助作り田形百苅

程新開之場所永代二御渡し可申（後略）

（雫石歴史民俗資料館蔵）

⑮見前村（都南村）寛政六年（1794）

永代売渡申手形之事

一、田高五斗惣次郎作

田形七十苅

一、畑高壱斗四升九合平右衛門作

畠形弐人役

一、田高弐斗五升六合助右衛門作

田形弐拾苅

一、畑高弐斗手代森村金十郎沸長十郎作

畠形三人役

（後略）

（都南村歴史民俗資料館蔵）

⑳紫波郡煙山村（矢巾村）高橋家文久三年（1863）

由松別家諸入用釦

（前略）本高十二石六斗二升三合庄三郎作

一、田高一石沢田七十苅二人打

五枚田百苅三人打

本高一石二斗八升八合

土深井村御蔵領

一 、 高 四 升 弐 合源三郎地

此田形壱人打場処土深井沢館之下二有（下略）

（前同）

⑯天明四年（1784）永代売渡申手形之事

四戸武右衛門様御知行，高百石百匁之金目

一、高八石五斗五升五合長右衛門地

此田形十八人役（中略）

渡主大湯倉之助④

（下略）

（鹿角市史資料三「谷地家蔵｣）

⑰草木村（鹿角市）御肝入喜七殿内川押言上覚

覚

等畑村高

一、此田形五百五十苅場所大川原畑形弐ツ役場所

同所

（鹿角市史資料五）

⑱鹿角郡柴平村小技指（鹿角市）児玉家

明治十年（1877）家子の小作地

イ，一反歩内外の宅地・建家，ロ，田十人役（こ

の辺の一ツ役は上田なら一反二・三畝歩，下田な

ら一反六・七畝位の面積または八斗ぐらいの斗代

＝小作料の上る面積にあたる）・畑五ツ段くらい

（下略）

（森前同第五巻）

⑲二戸郡石神村（安代町）万延二年（1861）本家茂

兵衛が別家寅間に与えた

永ク譲畑始末之事

一、岩尾村晴山卜申所畑二つ役（略）

高一斗五升，金目土銭百五十六文勘七作(下略）

（森前同第五巻）

⑳岩手郡渋民村（玉山村）明和二年（1765）

借用仕手形事

一､代物壱豊文借用仕所実正二御座候。（中略）
右書入ニハ持高渋民村之内才左エ門三郎作り

田形壱人打畑セツ後（役力？筆者）阿世共二

不残高二〆六斗五升害入仕候間（後略）

（玉山村古文書集「一｣）

⑳渋民村享和三年（1803）

永代売渡手形之事

一、当御所役成兼申二付拙者持地芋田村田村左エ
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一、畑高三斗五升庄五郎作

畑返四人打百三十苅畑人役十人役斗

（下略）

（森前同第5巻）

⑳稗貫郎石鳥谷町
うち

（前略）春季の田起し（田打と呼称す）の場合，
ひとりうち

壱人前を壱人打とよび,疑牟箸の一日の作業量と
いう慣習（不文津）が踏襲されていた（南部領岩

手郡の例)。その一人打は，七畝及至八畝程度で

あった。（後略）

（石鳥谷町史上巻）

⑳八重畑（石鳥谷町）佐藤安信家明和元年(1764）

永代相渡申手形之事

一、八重畑村北監物様御領，高拾石七斗五升主水

作と御帳面二御座候。内拾石ハ知行分七斗五

升御役高屋敷田弐百苅・後田三百苅・高田百

苅〆八百五拾苅（後略）

（前同）

⑳宮野目村（花巻市）阿部規矩男家天保四年(1833）

「菖歳蝶」（田畑人馬積覚）

くるぬり

一、壱人前弐百苅

右は日とろ，堅田共二同様

田打

一 、 壱 人 前 日とろ百苅かた田五拾苅

（中略）

粟種

一、百苅二付当時ハ拾三盃位

稗種

一、百苅二付当時ハ拾六盃位

（岩手県史第11巻民俗篇）

⑳稗貫郡大迫町の労働慣習

土地慣行

労力ヨリ分数スルモノ，一人役田畑ノー人役

（大迫町史民俗資料編）

、上閉伊郡宮守村文政十一年(1828)

貸地二相渡申手形之事

一、拙者持地松守添田形三人役，御蔵内高六斗五

升之処（下略）

（宮守村誌）

⑫宮守村天保七年（1836）

石田借作居る手形の事

一、田形五十刈五駄片馬二借作り申候処,(後略）

（前同）

⑬宮守村天保九年戊（1838）二月五日

一､畑返し田形一人半役蕊九枚茂吉分持畑六十
苅

右は御高二斗（後略）

（前同）

⑭和賀郡土沢（東和町）及川家安永五年（1776）

御山屋敷借用吟味手形之事

山屋敷田形三十苅（五盃蒔之所）高五升を借りて

名子となり，（後略）

（森前同第五巻）

⑮飯豊村（北上市）享保七年（1722）

地方永代相渡申手形之更

高九石六斗四升之内高三石弐斗弐升苅数田形百五

十苅畑弐百五十苅之所（後略）

（北上市史編さん室蔵）

⑯和賀郡藤根村（和賀町）文政十三年（1830）

永代相渡申手形之事

一、当御役金銭上納成兼申二付拙者持地野形当新

田本高四斗三升五合之内分高七升前御帳名三

右衛門作卜御座候此苅数七拾苅（後略）

（花巻市教育委員会蔵）

⑳藤根村文政九年（1826）

畑地永代相渡申手ｦ欣之事

（前略）御代物拾貫文定助

右畑四百苅本高五斗八升四合

御高弐斗壱升五合万五郎作分ト御座

候御帳名（後略）

（前同）

⑱堅川目中田（和賀町）宝永七年（1710）

地方相渡申手形之事．

一、西村地方高拾四石七斗壱升七合之所あと金二

（後略）

（和賀町菊地清一氏蔵）

⑲堅川目宮田（和賀町）享保九年（1724）

御新田乃は田相渡申手形之事

一、拙者持地之内新ひらきおふ害？者田弐拾苅分

之所（後略）

（前同）
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⑳横川目（和賀町）延享五年（1748）

御新田あれ諸畑相渡し申手舷之事

拙者持地之内あれ諸高なし処畑五束苅之所(後略）

（前同）

、和賀郡湯田村（湯田町）文政三年(1820)

永代相渡申手形之事

一、湯田村御水帳之内拙者持地稲百束苅屋敷井畑

弐切粟弐拾五束苅右田畑江忠左衛門名帳高三

升三合相添（後略）

（湯田町教育委員会蔵「柏崎忠一家文書｣）

＠和賀郡小繋沢村（湯田町）貞享四年(1687)

永代相渡申田地家屋敷事

湯田村御水帳之内小繋沢村蔵右衛門本田高八石弐

斗四升五合之内六石七斗四升五合之所無残(後略）

（沢内村教育委員会「郷土史資料太田祖電

家文書｣）

⑬草井沢（湯田町）享保二年(1717)

永代二相渡シ申田地之寛

一、湯田村御水帳之内草井沢七右衛門作り高之内

高九斗之所稲百三拾束苅（後略）

（前同）

、太田村（沢内村）元文五年(1740)

永代二相渡し申手形之事

一、拙者作り高之内南野畑ケ壱枚粟三拾苅代物壱

貫文之安堵二而（後略)．

（前同「郷土史資料久保俊郎家文書｣）

⑮遠野地方

田之方

一、田壱人役江籾五升

一、クロヲコシ六人役位

壱人二而

一 、 ク ロ タ テ 三人役

壱人二而

稗ノ畑

一、百苅ヘハ三拾五盃当

（中略）

粟ノ畑

一、百苅へ種五拾盃より六拾盃迄

（下略）

（岩手県史11巻民俗篇「万才暦｣）

⑯遠野市小友町

（前略）一日の仕事量は一人役と称して土の深さ

などによって，多少の相違はあるが平均して約八

畝といわれている。

（岩手の田植習俗）
脚
内
宮
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叱
争

里
民
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Ⅱ

■
ｒ3、仙台

①藤里（江刺市）元禄2年（1689）

土地売渡証文

一、中屋敷徳兵衛高の内我等分前口高田代四百五

拾文の処（後略）

（江刺市史近世Ⅱ）

②藤里

藤里浅井では植方一人役は三畝とL、う。

（岩手の田植習俗）

③（水沢市）

田打のワッパカは一人役（30苅6～7アール）で

あるo尚ワッパカとはワリハカで一日の作業量の

こと。

（水沢市史6民俗）．

④（金ヶ崎町）寛保三年（1743）

私持地高田代四百三拾弐文之処此度貴殿方ケ金壱

切受取永代相渡申所実正二御座候（後略）

（金ヶ崎町ふるさと伝承館蔵）

⑤（金ヶ崎町）天保三年（1832）

壱分判金八切也

右之通健二借用仕候実正二御座候（中略）若返金

仕兼候ハ，前田弐人役指上可申候（後略）

（前同）

⑥（金ヶ崎町）伝承

1人役は7畝

（金ヶ崎町教育委員会及川光夫氏談）

⑦（胆沢町）田打・田返し

（前略）普通の人が一日に働ける田を一人役とい

い「あの田は一人役、あの田は三人役」とすでに

その家々できめていた。小山駒篭部落には，一人

役九畝歩の田もあった（小山五反町小野寺熊治

さんの話)。（中略）このように7畝(30苅）～8

畝で，女子でも四畝は打った。（後略）

（胆沢町史八巻民俗編）

⑧（大船渡）

当地方では与えられた仕事量を果たすことを「ワ
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F』

田畠役（人役）の地域について

ツパカ」という。これを終えることを「ハカァガ

リ」したという。一人一日の仕事の量としては，

苗をとって貰う場合は九○苅（後略）

（大船渡市史第四巻民俗編）

⑨東磐井郡川崎村

（前略）当時の（明治期…筆者）労働量を定めて
。。◎

いたものであった。成人一人の労働量を一人役と

称していた。水田五十刈を田打，田の草取，田植

をし，稲刈は四十刈を以て一人役としている。畑

は五升蒔を一人役とし，掘方，蒔方其の他何れも

一人で行うものとした。（後略）

（薄衣村史）

⑩東磐井郡藤沢村（藤沢町）元禄十五年（1702）

地形永代証文

一、我等儀御年貢御諸役並びに扶持等所持仕らざ

るに付，同所勘兵衛持高の内，西口村入作地

外新地畑代百九拾弐文の内拾文の所並びに，

（後略）

（藤沢町史本編上）

⑫亘理郡（山元町）

江戸末期の百姓一日一人前の仕事

一 、水田の一番 耕三十刈

一、 岡 田 （ 乾 田）一番耕二十刈

（岩元町誌）

4．秋田

①大館町（大館市）小野儀助日記明治二十八年

（1895）

九月七日快晴，残暑甚し旧七月十九日二相当

（前略）八時半頃源四郎と三名二て出立，田面検

査として田町6,中道街道6､通町裏廻して乙松．仁

兵衛を問ひ申置L,て通町橋を過きて先ツ堂宮の字

合検査にかかりたり，（中略）

中等作子

字堂宮七人役大黒七之助

右見て十九人役の田へうつらんとする頃乙松も

来たり，-是より四名となる

中 等作子

字有浦道下拾九人役桜庭乙松

（後略）

（大館市史編さん調査資料第二十集）

②（前同）

九月十三日（中略）旧七月十五日二相当

（中略）又新町浜吉参り，谷地町浜松の田中渡り

二本杉後字二人役百八拾円二究〆買入る事にいた

し，（後略）

（前同）

③（大館市）田打ち

田打ちは一日ヒトリャク（一人役）で，一反歩を

打つのがワッパカだった。

（大館市史第四巻）

④二井田村（大館史）寄郷天保八年（1837）

赤石村作田地計394.5人役作畑112.7役

（集計表より）外に作田地（人役）作畑（つ役）

を表示している村

山ill村・植崎村・大披村。小袴村・本宮村・板沢

村・杉沢村・下川原村・大子内村

植崎村支郷高とや村・立花村・山田渡村

（大館市史第二巻「各村書上帳」）

⑤二井田村（大館市）一関家明治五年（1858）

御納戸御開拓畑返り新開附人役積取調帳

記但弐百五拾坪壱人役

畑返り三百五十坪

一、壱人役四歩武兵衛

一、拾六人役藤一郎

内拾五人役弐歩畑返り

三千八百坪

〃八歩新開弐百坪

畑返り三百五十坪

一、壱人役四歩弥次兵衛

（以下略）

（大館市史編さん資料第二十一集）

⑥本宮村（大館市）安永四年（1775）

田地永代相渡証文事

坂下本田

中田線＝三石八斗一升三合竹松
山岸同

下田蒋八=壱石弐斗六升七合同人
免五ツ成

高合五石八升

此当高四石弐斗三升三合

此役積七人役半

（下略）
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寛国安

⑬綴子村（鷹巣町）天保七年（1836）

農業働方徒之事

（前略）

一、田打之儀者雪消次第打立之事

但壱日壱人役女者半人役（後略）

（鷹巣町綴子武内正俊氏蔵）

⑭坊沢村（麿巣町）天明四年？（1784）

書留覚？

（前略）

一、田畠売買直段上田壱人役米壱石6，其下タ段を

七斗五升又ハ五斗三斗右に順し直段二而鯛申

候得共買手無之小百姓難儀仕候（後略）

（鷹巣町坊沢佐藤啓喜氏蔵）

⑮七日市村（庵巣町）天保八年（1837）

加判護文覚

一、銭四拾貫文兵吉

右害入桜ケ台田地三人役成田十右衛門へ

（後略）

（県立秋田図書館蔵「長岐文書」）

⑯中屋敷村（鷹巣町）安政六年（1859）

田地出来米害上一中屋敷村一

一、田地弐百八拾八人役

此苅三万五千九百三束但し壱束二付七合平

均

此出米弐百五拾壱石三斗弐升壱合

（同上）

⑰新田目村（合川町）慶応四年(1868)

一札差出護文之事

一、此度新田目村甚五郎方6田地四人役買請候内

壱人役但当高二而弐斗壱升壱合者貴殿買入分

二相違無御座候（後略）

（森吉町立図書館「工藤文書」）

⑬上杉村（合川町）明治八年（1875）

耕地譲渡候誓約之事

上杉村字所之分

一、田地八人役也

此代金五百弐拾円也（後略）

（前同)

⑲柳林＝上杉村（合川町）明治四年(1871)

田地売券謹文之事

柳林未開

（比内町史編さん室コピー「一関文言」）

⑦花岡村（大館市）天保八年（1837）

乍恐害附ヲ以村方捷奉申上候御事

（前略）

一、田打ちの事，春三月七，八日以前ヨリ取附申

候事，一日一人二付一人役積り

（後略）

（大館市史第二巻）

③（比内町）享和三年（1803）五月四日

なへてはくにのならはしとて，百刈る田の町を一

人役と凡さだめて，うつも，かくも，うふるも，

ひとりしてすべて業としてしかいふ。（後略）

（菅江真澄集第二巻「すすきの出場」）

⑨大葛金山（比内町）嘉永6年(1853)

（前略）畑ハ何程有之候也卜被仰候弐十ツ役内端

二可有之卜申上候一ツ役ハ何ホトト御尋故弐百坪

位モノト申上候（後略）

（国立史料館荒谷家文書「真木銅山江御催促二

罷成投文一条御尋二付御答申上候筋大凡之書

留覚，荒谷忠一良控6)」）

⑩保滝沢（田代町）文政七年（1824）

乍悼御答書を以奉申上候御事

（前略）清四郎申掛甚大胆不届二存申候田地七人

半役畑四枚私親父二預ケ置候故相返し候様申掛候

而（後略）

（田代町史資料第七輯「山田村文言」）

半役畑四枚私親父二預ケ置候故相返し候様申掛候

而（後略）

（田代町史資料第七輯「山田村文書」）

⑪（田代町）

1人役（ビトリャク），2人役（フタリャク），

3人役（サンニンヤク），4人役(ヨッタラャク）

といい，1人役は7～8畝である。

（田代町史編さん室戸嶋源三郎氏談）

⑫早口村（田代町），綴子村・坊沢村（庵巣町）

天保五年（1834）

（前略）「五月になれど不打田ありて･….…･此辺

綴子支郷共にて五百人役，早口村は八百人役，坊
沢六百人役と申す事」

（『近世における村の諸問題』所収,古内龍夫｢近

世における太田新田村の豊凶記録について"l)
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下田誉＝三斗三升六合
・此当高壱斗九升六合

此代調米拾石右之通健二請取貴殿江永代地二売渡

候処実正二御座候（下略）

（前同）

⑳浦田村（森吉町）宝暦二年（1752）

田地売券謹文之事

（前略）高〆壱石壱斗三升五合五人役此代米弐拾

石請取永代二売渡し申所実正二御座候（後略）

（森吉町立図書館）

⑳浦田村（森吉町）天保十四年（1843）

評無尽帳

（前略）〆弐百七拾貫文

右之通り健二請取申候私掛返し之儀ハ春秋両度壱

ケ度二付拾五〆文宛急度掛続ケ可申候万一掛つ坐

け兼候時者私所持之田地左之通り（中略）

高合壱石弐升五合

役数四人役（後略）

（森吉町浦田石崎長氏蔵）

⑫浦田村(森吉町）享保二十年（1735）

覚

（前略）

一、田地拾弐 人 役 家 ノ 下

一、畑三枚（中略）同所

一、田地拾弐人役上羽立惣内沢

一、同四人役同所田子沢

〆四筆壱人前長四郎肝煎相勤申候ハハ此

田地相渡受取可申候無左ハ

書付通り

田地三 人 役 中 道

一 、 同 拾 拾 (?)人役大日台

一、同弐拾人役大淵

一､畑五枚(中略）崇代
〆四筆壱人前

（後略）

（森吉町史資料編第九集「石崎文書」）

⑳平里村（森吉町）明治十三年（1880）

村規

（中略）

一、田地打培ノ義ハ壱人前壱入り役ヲ度トシ同小

切リハ壱人半役ヲ度トシ

（中略）

一、畦塗りノ義ハ壱人前弐人役ヲ法トシ

（後略）

（森吉町平里松浦千代治氏蔵）

⑳前田村（森吉町）文化二年（1805）

前田村売券護文如

（前略）右者本銭三拾〆九百七拾五文借用惣高三

石四斗五升二而此役数拾人数(?)旦壱人役二付三斗

四升五合宛七人役相渡候二付（後略）

（県立秋田図書館蔵「長岐文書」）

⑳本城村（森吉町）明治五年（1872）

前田村庄司家大福帳

本城村

.…･･拾七人役

一、作田米四石弐斗五升七太郎

（中略）

但壱人役に付百九十四坪

（後略）

（秋田県農地改革史）

⑳吉田村・小測村・小様村・水無村・荒瀬村（阿仁

町）安政六年（1859）

吉田村1撫苅稲出石人数飯料取調帳
覚

一、田地三百九拾八人役吉田村

一、 同 九 人 役 右 同 村

1
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合四百七人役

此稲三万四百五拾五束但弐手打拾把壱束

此米三百九拾五石九斗壱升五合

但壱束二付壱升三合

ならし

（中略）

一､田地四百弐拾人役1瀧
但四百四拾八人役之内

（中略）荒瀬村藤右衛門弐人役丑之助四人役

（中略）

此稲弐万九千五百束但弐手打拾把壱束

此米三百弐拾四石五斗但壱束二付壱升壱合

ならし

（後略）
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国安 寛

⑳荒瀬村（阿仁町）文政四年（1821）

田地売券護文之夷

（中略）

高合四斗八升苅高弐百苅

（阿仁町湊貞男氏蔵）

⑳五反沢村（上小阿仁村）明和二年（1765）

売渡申田地之事

（前略）右六筆く下田〉江高壱石弐斗五升五合之

処代米壱石七斗五升二永代売渡申所実正二御

座候（後略）

（上小阿仁村沖田面田中元久氏蔵）

⑳悌社村（上小阿仁村）天保十一年（1840）

田地永代証文之事

一、字所山根所持之田地六百苅之内三百苅此出

米弐石三斗弐升三合（後略）

（前同）

⑳五反沢村大林（上小阿仁村）

1反は100刈で1人役

（上小阿仁村鈴木万次郎氏談）

⑪（合川町）

一人役（いきにんやく）六畝～八畝

（合川町史郷土のあゆみ）

⑫麻生（二ツ井町）

1人役は5畝

（二ツ井町麻生小笠原弥六氏談）

⑬小繋（二ツ井町）

1人役は8畝

（二ツ井町小繋高橋由吉氏談）

⑭荷上場村（二ツ井町）寛政十二年（1800）

田畠売買証文帳

一、私田地字所下中嶋弥治右衛門田六百苅当高壱

石七升之所（後略）

（県立秋田図書館蔵菊地文書）

⑮粕毛村（藤里町）天保六年(1835)

永代売券証文豆

一、私持田地候所篭前向百刈大畑三切此度代銭三

拾貫文二永代売渡し処相違無御座候（後略）

（藤里歴史民俗資料館蔵）

⑳強首村（西仙北町）天保九年（1838）

刈数出米取調書上帳

惣当高六百六石七斗四升強首村

内拾壱石九斗九升壱合荒川欠引

同四拾七石屋敷畑高共二引

残り高五百四拾七石七斗四升九合

此苅拾六万千百四拾苅

此米千六百拾壱石四斗但し均し壱升取り

（西仙北町強首小山田槙子氏蔵）

⑰桧木内（西木村）

100刈に1反1．2畝

（西木村桧木内公民館浅利得城氏談）

⑱田沢村（田沢湖町）弘化三年（1846）

乍恐書付を以奉申上候御事

一、当高四百八拾八石四斗四升六合田津村

此刈九万七千六百九拾刈当高壱石二付

弐百刈積り

此出米千百七拾弐石弐斗八升中作之積壱束

二付壱升弐合積り

此俵三千九百七俵と壱斗八升

（後略）

（田沢湖町田沢羽川健治郎氏蔵）

⑲角館東前郷村（田沢湖町）嘉永二年（1849）

御田地永代地二相渡蓋文之事

（中略）

当高合九斗弐升壱合

（後略）

（田沢湖町神代藤川兼次郎氏蔵）
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5．田畠役の分布地域

以上，弘前・南部・仙台・秋田の各領域毎に，田畠

役およびそれと近似する概念である「打」・「刈」を

も含めて資料をあげ，それを単純化したのが第1図で

ある。図をみてわかるように，現在の青森・岩手・秋

田，各県の市町村の悉皆調査ではない。この点につい

ては今後さらに調査を続けなければならなL､と考えて

いる。しかし，おおよその傾向ははあくできるものと

‘思う。

弘前領域についてみると，「天和の書上」では，現

平賀町・田舎館村地域は田・畠共に「○人役」の表示

であるが，現金木町・鯵ヶ沢町地域では，田は「○人

役｣，畠は「○ツ役」となっている。外に現岩崎村・

岩木町・弘前市・平内町地域も田の「○人役」が確認

できる。従って，弘前領域は田畠役の呼称地域である
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寛国安

といえる。

南部領域は，現七戸町地域は，田「○人役」てある。

現鹿角市地域は，田「○人役」・「○人打」・「○刈」

と三様の呼称があり，皇は「○ツ役」である。現安代

町．一戸町地域は畠｢○ツ役｣,現軽米町・大野村地域

は，田「○刈」，畠「○人役」・「○ツ役」と，畠は二

様の呼称を用L､ている。現葛巻町地域の畠は｢○人役」

と呼称し，現岩泉町地域では畠を「○人役」・「○ツ

役」と二様の呼称がある。また，現雫石町地域では，

田を「○人打」・「○刈」と二様の呼称があり，現玉山

村地域では，田を「○人役」・「○人打｣，畠は「○ツ

役」と呼称しているが，ここでも田は二様の呼称があ

る。現矢巾町・都南村・山田村地域では，田を｢○刈」

・畠を「○人役」と呼称している。現大迫町地域では

田畠共に「○人役」であり，現石鳥谷町地域は，田を

「○人打」・「○刈」と，二様の呼称をもっている。

また，現遠野市地域では，田は「○人役」・畠は「○

刈」と呼称し，現宮守村地域では，田を「○人役」・

「○刈｣，畠も「○刈｣，現東和町地域は，田を「○刈」

とし､う。現花巻市・北上市・和賀町・湯田町・沢内村

地域では，田・畠共に「○刈」を呼称している。

仙台領域は，現胆沢町・金ヶ崎町・江刺市・水沢市

・川崎町地域において田「○人役」の呼称がみられる。

また，現大船渡市地域は，田「○刈」の呼称である。

秋田領域は，現大館市および比内町地域は，田「○

人役」・畠「○ツ役」と呼称する。また，現鷹巣町・

合川町・森吉町地域では，田を「○人役」と呼称し，

上小阿仁村・阿仁町は，田を「○人役」または「○刈」

と呼称している。さらに山本郡二ツ井町の中，戦国期

以降昭和30年(1955)まで秋田郡に属していた小繋(村）

・麻生(村)は，伝承として「○人役」の呼称を確認で

きる。そして，荷上場村（二ツ井町）および現藤里町

地域では，「○刈」の呼称である。すなわち，山本郡

と接する秋田郡が「役」地域と考えられ，逆に山本郡

は「刈」地域とみてよいと思われる。秋田領南部で南

部領と接する仙北郡(現)田沢湖町・西木村地域も｢刈」

呼称である。

以上，弘前・南部・仙台・秋田各領の「田畠役」お

よび関連呼称をゑたが，つぎにそれら東北北半を全体

的に検討する。まず田の「○人役」は，四藩領域にわ

たってその呼称であるが，仙台・秋田領共に北部に分

布している。仙台領の場合，資料として確認できたの

は，現金ヶ崎町地域のみで他は「伝承」である。また，

畠の「○人役」は，南部領の現矢巾町・都南村・大迫

町・山田町が南限である。畠の「○シ役」については

現玉山村・岩泉町が南限であって，畠の「○人役」よ

りも北でとどまっている。これからみる限りでは,「田

畠役」の3呼称の中で，「○ツ役」が最も北的要素を

もっていると考えられる。また，南部領の現鹿角市・

雫石町・玉山村・石鳥谷町に分布する「○人打」は，

後でも検討するように，1日1人の労働量である1人

役に由来するものと考えられ，「田打」に象徴させた

ものであり，「○人役」の変形呼称と考えられる。つ

ぎに，現宮守村・花巻市・北上市・和賀町・湯田町・

沢内村地域に分布する田・畠共「○刈」の呼称は，前

にのべた「○人役」・「○シ役」とは性格を異にし，

いわゆる前者は春耕時の呼称に対し，後者は収穫時に

焦点をあわせた呼称である。
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Ⅲ各藩の対応

1．弘前

弘前藩の場合，（Ⅱ’①）以下であげているように，

天和4年（1684）の「書上」がある。（Ⅱ1）では現

平賀町・田舎館村・金木町・鯵ヶ沢町のみより確認で

きないが，「書上」の形式等からみて全藩的な各村よ

りの書上であると考えられる。また,(HIR)は明

治4年(1871)に士族に配分した田地の面積も「○人

役」を用いてL､る。従って，弘前藩では，積極的に田

畠役を認め，それを基準とした面積をはあくしている。

2．南部

南部藩では，文化元年(1804)「御検地改様之事8』

一、御検地之者心懸之事

一、田形は何百苅，畑形は何人役，いくつ役と銘

々百姓作り高二篇.言上取可申事。
－し

として，検地の際に，農民から田は「○苅」．畠は

「人役・○シ役」を書き出させ，それを基準として，

町反畝また石高を算出している。従って，農民の面積

に対する慣習を利用しているといえる。また，弘化三

年（1846）「七戸通検見之事9>」

（前略）たと～､場所江罷越御百姓共江申聞候ハ，

此田形何程苅可有之哉と相尋，何程苅御座候と申出

候節，稲毛見分之上，夫々 帳合L,たし，畑形之分ハ
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田畠役（人役）の地域について

何人役又ハ何手役可有之哉と相尋，何人役御座候と

申出候節，土地見分之上，是ハ上畑歎，中畑・下畑

下々畑等の次第相考ひ，是又，夫々帳合いたし，右

之通見分之上，前言の仕法を以て，田畑共，何石何

斗何升何合誰作と仮小高椿ひ候て，歩積いたし候事

と聞ゆ，（下略）

七戸通における検見の場合も検地と同じ方法がとら

れてL,る。すなわち，農民から田は「○苅」・畠は｢○

人役・○手役」と聞き取り，稲毛および土地を検分し

て，石数および町反畝歩を算出し、さらに年貢取立額

を決定している。また,畠に関しては,文化三年(1806)

（前略）

一、畑方ハ何人役いくつ役と為書取申筈，畑方所二

寄すき積二て，奥筋は三人二而蒔候処，壱つ役

と申候，大方三ツ役二而壱反有之候，岩手・志

和．和賀・稗貫通二而/､。九人役ほと壱反有之

候

（下略）

とある。すなわち，南部藩では検地､、検見に際し，

農民から田は刈・畠は人役・ツ役の形で面積を提出さ

せている。これは農民の実態と合致しているか，どう

か，再び第1図をみよう。田の場合，刈は九戸郡・紫波

郡.稗貫郡.和賀郡に分布してL,るが，必ずしも全藩的

には分布しない。また，畠のソ役は指摘のとおり，奥

筋＝北部に分布するが，人役も分布する。また，人役

は北部にはみられるが，和賀郡は刈分布地域である。

従って，藩の農民の実態はあくは，大雑把には正しい

といえるが，必ずしも厳密なものではなかった。しか

し，農民の実態に注意を向け，それに土台にして検地

・検見を実施している。

3．仙台

同藩の場合は，弘前・南部藩のような積極的資料を

発見できない。ただ，（Ⅱ3⑤）の現金ヶ崎町地域の

借用証文があるので，とくに，地方役人はその存在は

知っていたものと考えられるが，職極的に対応しな力、

ったと思われる。

4．秋田

同藩の場合も，弘前・南部藩のような積極的資料は

ゑられない。もちろん，南部藩の検地・検見書に相当

する｢秘伝書｣等にもみられない。ただし,（Ⅱ4”）

の「村徒」にも「役」の記載がある。また，（Ⅱ4⑳）

の「~飯料取調帳」は藩の役人に提出するものであるか

ら当然「役」の存在には気付いていた筈である。しか

し，藩では積極的に取り上げようとしなかった，と思

われる。つまり「役」は全藩的な呼称ではなく，一地

域の呼称であったためと考えられる。

Ⅳ記載資料(含伝承)について

1．伝承

田畠役呼称の伝承は，東北北半の諸領にわたってい

る。弘前領は（Ⅱ1⑳）のみであるが，調査によって

は広範囲から検出される可能性が強い。南部領は（Ⅱ

2…）である。仙台領は（Ⅱ3…）で

確認できる。秋田領では（Ⅱ4…）の資料

にみえる。特徴的なことは，仙台領北部では一例を除

いて伝承だけより確認できなし､こと，また，秋田領で

は（Ⅱ4⑳）のように土地証文の上では「刈」である

が，伝承では「役」呼称⑳がみられることである。

2．経営帳簿等

経営帳簿・日記・農書類等に田畠役または刈がみら

れる。弘前領では（Ⅱ1…）にみられ，南部領は

(Ⅱ2 で確認される。また，2X5X9

秋田領は（Ⅱ4①⑮）にある。これらには面積表示と

して用いられてL、る･

3．村捉

これについては，秋田領だけしか検出できないので

（Ⅱ4…）の3例をみたい。

この「村捷」は，「村法」とも呼称し，領内の各地

域にみられ，また，時期的には初期から幕末期にかけ

て検出できる'')。その性格は,藩の通達･指示を厳守す

ることや，村内の経費・休日・衣類等の規制などがあ

るが，幕末期には村の改革運動と連動して作られる例

もある。

ここでゑるのは，秋田郡北部の花岡村（大館市）天

保8年（1837）・綴子村（脹巣町）天保7年（1836）

・平里村（森吉町）明治13年（1880）である。前二者

は年代が接近している点を考えると，天保4年(1833）

凶作後の農村復興策として，藩の指示があったことも

考えられる。この三者に共通する点は，各農作業の時

期と労働量，休日の規定をもっていることである。そ

の労働量として，田打は一日一人で一人役と定めてい

る。ここでいう「一人役」は明らかに面積である。
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これも秋田領だけしか確認できない。藩に対する言

上はいろいろあるが，ここでは，村における米の生産

量および過不足の調査であり，藩の指示に基づいて書

上げたものと思われる。（Ⅱ4…）で，秋田郡

の中屋敷村（鷹巣町）・吉田村以下4か村（阿仁町）

は共に安政6年（1859），仙北郡強首村（西仙北町）

は天保9年（1838），同郡田沢村（田沢湖町）は弘化

3年（1846）である。

4点の書上の中，特徴的な事柄は,前二者は田地｢○

人役」この刈数・出米という表現を用いており，後二

者は当高・刈数・出米という順に書いている。藩政時

代において，村高を表示する場合，とくに後期は「当

高」を用いるのが一般的である。しかし，前二者，す

なわち，秋田郡北部の村では，あえて,「○人役」を

用いていることが，この地域の特色を示している。

5．土地証文等

近年，土地証文が問い直されてし､るが12)それをも

念頭に置きながら考えてみよう。

永代・質地（年季）等または分家（分知）目録には

当該地の面積が記載されているが，まず表示の仕方を

検討しよう。第一にⅡ（地域につL､て）あげた資料を

を手がかりにみると，弘前領では7点の土地証文をあ

げているが，⑬．⑭．⑮が反畝および分米の表示だけ

である。南証領では，29点のうち，⑱．、が石高のみ

の表示である。仙台領では，4点のうち，①．”が

貫高のみで表示されている。また，秋田領では，14点

のうち⑳．⑲が石高のみで表示されている。つまり，

54点のうち10点が反畝あるいは石高・貫高のみの表示

であり，他の44点（82％）は，上記の石高・反畝の

併記や，役・打・刈による面積表示がなされている。

第二に，上記の石高（反畝）のみか，役・打・刈と

石高併記か、あるいは役以下の単独記載か，検出の可

能な村3か村の状況はつぎのとおりである。

|:鰯．鷲|鰐
永代売渡

水代売渡

年季有合

売渡

年季売渡

年季有合

永代相遺シ

借用

借用

26貫文’15ケ年畑形1ツ役文政410．235

7貫文10ケ年

13貫15年

1両

1両当月中

21貫訓文9ケ年

畑形1ツ役

田形1人役

田形l人打

文政11
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田形3人打

畑形2ツ役

畑形2ツ役…蕊|…|患
10両40回1回1歩

当'''11月1回
無尽始末万延元1．3畑形6ツ役19両2朱、

当'F11月1歩2朱

当月8月1回
無尽始末元治20．3畑形4ツ役12両

より申10月1歩2朱

契約備銭畑高2ツ半役1ケ年
明治30．5420貫文9

預始末家･道具･小屋50貫文

無尽金畑4反1畝23歩
明治945円10ケ年1回1円

借 用 地 価 金 5 8 円 1 3 銭 6 厘

無尽約定明治1030円30日1回1円

1ケ年
無尽約定明治1217円50銭8ケ年

2円50銭

四 拾人講明治1回
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仲間持金借用23年まで55銭
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第1表は南部領（岩手県）岩手郡（現）玉山村にお

ける明和2年（1765）から明治17年（1884）にかけて

の26件の土地関係証文である。そのうち，高および役

・打が記載されてL､ない証文は8点あるが，これは，

預り，借用，無尽証文であって，必ずしも土地を抵当

に入れなくても成立する証文である。ただ明治9年

(1876)の無尽金借用証文は反畝と地価金で表示してL、

る。この玉山村地域は，高と役・打の併記表示が一般
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第1表岩手郡玉山村土地関係証文
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田畠役（人役）の地域について

１
１

山林畑粟畑60束

粟畑60束

稲600束

苗代家屋敷一切

粟40束

（山林）

稲300束

稲250束

稲300束苗代共

稲200束

稲500束苗代添

（茅場）

（林）

田地無残

屋敷之内

稲350束

（林）

畑1枚

小畑1枚

的で．あったとみてよい。
2貫500文天明710．605

第2表和賀郡沢内村永代証文
25貫文寛政414．44

高 刈年代

（年）

寛文6

代物・安堵 |備考
Ｉ
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‐
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保
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保
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寛
文
文
文
文
文
天
天
天
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文
元

（石）

0．59

（地敷高）

7.378

家屋敷

11.539

家屋敷

1分判3切

名子1人

1歩判12切

500文

2.202

0.65

0.801

1．0

5．0

延宝5

貞享4 1歩判10両

稲130束

稗70束

稲200束

稲300束

すこ沢山

稗田4枚

高とう沢萱場

粟30束

畑

稗100束

畑1枚

稲30

稲500束

(家屋敷畑共）

稲100束

(家屋敷添）

享保2

享保4

享保4

6両

6貫500文

6貫文
畑0．02

元文2 11貫文

2.569

元文4 9賃500文

5両慶応2

元文5 1脚文

※沢内村教育委員会｢沢内村郷土史編さん資料目録(売買証文)」

文
文
文
文
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貫
貫
貫
貫
貫
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１
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３
３
４
４
５
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保
享
享
享
享
享
享

寛
延
延
延
延
延
廷

第2表は，南部領和賀郡（現）沢内村における寛文

6年（1666）から慶応2年（1866）にかけて刈関係を

検出するために作製した49点の永代証文の一部である。

沢内村ではこの外17点の永代証文を採集しているよう

であるが，内容不明のため記載することができなかっ

た。この村では上記49点の中39点が田畠の証文である

が，高の未記入が18点（46％）で刈の未記入が6点

（15％）であって，後者の比率が明らかに低し､。当地

域は前にものべたように田畠共に刈地域であるが，高

で表示するよりも刈で表示する率が高いといえる。

0.65

稲1．53

畑0．1

0.035 束
１
１
束
醒
鋤
蕊
唾
唖
露
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畑
稲
糸
稲
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3賃300文寛延元

3斗7升

2駄

1賃500文

10賃300文

宝暦4

霊恥“
第3表秋田郡二井田村一関家・比内町関係永代証文

1賃500文宝暦 6 安堵 備考当高 役高代
ｊ
４
３

年
保
享

年
く
寛
延

田位

（石）（石）（役）（質・文）

中下田17．15128人

3石5

下 田 3 . 3 3 3 2 ． 5 5 人
2.600

中下
ロ，

26．12620．89143人64石
~F田

2.5902．595人31．620
中下田

上田3．122．64人10．750

下畑0.6360.5013.000

5．11513人50石

5.0804.2337人半6.500
中 下 田

８
４
７
８
２
２
３
３

暦
和
和
和
永
永
永
永
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明
明
明
安
安
安
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文
文
文
文
文
文
文
文
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１
０
０
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印
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娼
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四
ｍ
駄
加
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貫
貫
貫
貫
賞
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貫
貫
１
貫
枇

５
６
ｎ
羽
７
１
１
１
米
５
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（田地？）

1.28

3.帥苗代共

1．4

2.307

3．3

束
束
束
束
数

ｍ
㈹
釦
叩
帥
屋

１
６
１
５
５
家

稲
稲
稲
稲
稲
く

明和5

６
７
２
４
４

和
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永
永
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明
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安
安
安
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国安 寛

（2％）となっている。この地域では役の未記入の比

率が高の未記入より高いが，全体的にみれば，役記入

が25点（61％）と過半数を占めている。以上の3か村

の土地証文関係をみても，高および反畝の面積表示の

外に役・打・刈の面積表示が証文の半数を越えること

が確認できる。

藩政期における土地は領主所有の代償として年貢を

上納し，一方では農民の生活の源泉として農民がそれ

から得た生産物で生計を立てる。その土地が移動する

ことは領主と農民にとって最大の関心事といわねばな

らない。その具体的な形として「土地証文」が存在す

るわけである。上記で検討を加えたように，土地証文

の面積表示は，石高・反畝という領主の「公」的表示

がなされると共に，また，役・打・刈等の地域の｢公」

が表示されていることは，藩政期の土地観念の上から

みるとき，極めて重大な問題であり，当時代の耕地観

念の二重性を具現しているものと考えられる。

下

-F田

3.9833.1868人
22．769

2.5182.0146人

0.2660.1288.000

1.0670.8542人半20.000

0.5692人半13.000

0.5692人13．000

2．561.9794人150．

8人30．000

2人
28．000

畠1数

0.7060.559

（7筆）

0.7040.51323．000

0．210.13314.800

1.9181.375
250．000

4-5793.322

12.104565－000

1.7851.4285人23．000

2ツ余

1.39430．000

0.3520.28295－000

3.8263.06150．000

3.0616人20.000（返り証文）

1.3944人余30．000

4.1189人半68.000

4 . 9 4618人35．000

3．0626人50．000

2.452100.000

0．120.0768.000

0.601oe4861人12.000

3.9773-4479人25．000

3.0742.4817人45．000

1.366

0.1680.1349.000

0.9770-7822人20.000

0.7790.6231175.000{通札）

寛政2

寛政10

享和元

文化元

文化2

文化2

文化4

文化5

下
下
下
中
下

田
田
田
下
田

Ｆ
霊
畑
田
畑
畑
田

下

』
魂
率
｝
Ｆ
中
下
下
潅

文化6

文化6

文化7

文化8

文化10

文化10

文化11

文化11

文化13

文化13

-F田

畠

！
V 田 畠 役 の 意 味 に つ い て

1．労働量としての役

南部領では，Ⅱ2⑳に示しているように，（現）石

鳥谷町地域では，l人前を1人打といL、壮年1日の作

業量としている。同じくⅡ2＠の小友町（遠野市）の

田打は，1日1人1人役であった。仙台領でもⅡ3③

に示しているように，田打のワッバカは1人役と称し

ている。秋田領ではⅡ4③のように（現）大館市地域

でも田打は，日1人役を打つのがワッパカとしている。

何れも，田打の1日1人の労働量をさしており，ま

た，伝承である点でも共通してL､る。

2．面積表示としての役

Ⅳ5「土地証文等」で検討したように，石高・反畝

の外に役（ツ役）．打．刈も併記されるか，単独で表

示され，明らかに面積表示であることを確認した。

なお，それ以外に例をあげると，弘前領ではⅡ1⑳
蓮花田村（木造町）の小山内家の開発面積は田畠614

人役と表示している。また，Ⅱ1⑳館前（鯵ヶ沢町）

･の清野家では田植の際に稲の品種毎に面積を「役」で

表示している。南部領では，Ⅱ2⑳御明神（雫石町）

清兵衛家が弟に分知させる場合に50人打を与えたとあ

る。また，Ⅱ2⑮遠野地方の農作業記録に,クロオコ

シ6人役位を1人で作業するとしている。秋田領にっ

畑
敷
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※比内町史編さん室(｢コピー｣）より

第3表は，秋田領秋田郡二井田村一関家の（現）比

内町関係の永代証文である。寛保4年（1744）から万

延2年（1861）間の41点が採集されてL､るが，その中，

高と役の併記が20点（49％），高の未記入が4点（10

％），役の未記入が16点（39％），何れも未記入1点

－ 2 0－



田畠役（人役）の地域について

いては，Ⅱ4⑦．⑬.⑳のように，秋田郡北部にある

3か村の「村徒」にある田打は，1日1人（1人前）

1人役としており，面積表示に用いている。また，Ⅱ

4⑫のように，早口村（田代町）・綴子村・坊沢村

(麿巣町）では天保5年（1834）一凶作の翌年一には，

た場合，この差は納得できる数字である。

秋田領についてみると，第4表の二井田村一関家の

（現）比内町分は，田1人役が高平均5斗2升3合で，

第5表南部領各村における1人役(ツ役）・打・刈の高

第4表役・打・刈と高との関係

秋田郡二井田村一関家

（現)比内町分

.人役田1人役田1人役
高の当高の当高

石）（石）（石）

780．650.354

6770.6130.訓9

6670．5640.342

640.5180.336

6080．510.286

6010．510.228

和賀郡
(現)沢内村

村

表示と高

岩手郡(現)玉山村

田1人役

・打の高
畠1ツ役
の高

田100刈

の高

得
垂
局

以
当

田
の

田1人役

の高

（石）

打1.0
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濁
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■
寺

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

ｊ
石
５
０
９
９
７
７
７
６
５
５
妬
”
妬

３
２
５
３
３
５

宮
Ｆ
１
、
”
◆
寺
申
由
■
画
■
●
■
。
■
ロ

－
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

ｊ

７
７
８
１
８
８
９
２
９
７
７
５

石
氾
師
髄
“
帥
印
瓢
嶋
妃
“
娼
蛇
埋
謁
”

〃
１
、
争
口
。
■
ｅ
■
。
■
・
・
■
申
”
●
■

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

ｊ
５
・
喝
“
肥
１
１
５
６
６
３
８
３
１
３

石
６
６
ｓ
５
５
５
５
“
“
“
“
調
調
鍋
銘

く

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

役0.5

役0.5

1.0～

0．5

0.75～

0．5

1.5～

0．26

0.78～

0．275

0.65～

0．228

上～下

平均’0．62510．2510．7110．523 0.439

※Ⅱ－2より作製※玉山村は第1表，沢内村は第2表，比内町分は第3表より作製した。

当高平均は4斗3升9合であるbまた,嘉永4年(1851）

赤石村（大館市）1人役当高平均4斗2升2合，本宮

村（大館市）は当高平均3斗8升5合で13)地域的に同

じためか近い数値を示している。

また,1人役の（実）刈数および収穫米を秋田領に

おいてみると，

Ⅱ4⑯中屋敷村（鷹巣町）安政6年（1859）

35903束÷288人役＝125束（6把1束？）10把

1束にすると，75束8斗7升3合

Ⅱ4⑳吉田村（阿仁町）安政6年（1859）

30,455束407人役＝72.4束9斗7升3合

以上の村々で合計1,900人役が田打をしていない,とL、

う記録がある。これも面積表示として用いている。

3．高と他の面積表示との関係

南部領の田1人役(打)の高を第4表・第5表でみる

が，（現）玉山村と（現）鹿角市・宮守村8件という

非常に少ない資料しか検出できない。その中で，玉山

村と鹿角市・宮守村では大きな相違がある。畠の1ツ

役は，玉山村と一戸町の場合高2斗5升である。また，

100刈の高平均は,第4表の沢内村が7斗1升，第5表

の（現）盛岡市以南地域は平均8斗5升4合であって，

1斗4升4合高L､。沢内村との自然条件の差を考慮し

‐
１
１

－21－
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第6表秋田郡二井田村一関家嘉永6年(1853)1人役のﾒI]数と収腰玄米 第7表七戸通検見畑高1石の人役積
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塞誕議鍵餅溌筆跡鵠』.拙伺通.北山通
･深持通･法量通・天間館通･洞内通･三本木通

は田位が低くなるに従って，役数が多くなること，2

つには東通の方が役数が少ない結果がでている。これ

は，東通が生産力に勝ることを示している。仙台領で

はⅡ3⑦(現)胆沢町のように，1人役が9畝の場合も

あった。また，秋田領の場合は，Ⅱ4⑤二井田村（大

館市）の新開田250坪であり，Ⅱ4⑳本城村（森吉町）

は194坪である｡以上でし､えることは，古田よりも新田

が，上田よりも下田が1人役当りの面積が広L,という

ことであり，役は結果的に生産力を考慮した面積表示

といえよう。

4．稲作業と役・刈の関係

稲の作業過程において，面積表示としての役や刈が

どのように用いられているかを検討するために作製し

たのが第8表である。資料はすでに一部をⅡにあげて

L､るので，必要なか所をあげておく。秋田領秋田郡花

岡村（大館市）天保8年（1837）．Ⅱ4⑦，秋田領秋

田郡綴子村（鷹巣町）天保7年（1836）Ⅱ4⑬，南部

領遠野（遠野市）Ⅱ2，，秋田県北秋田郡平里村（森

吉町）明治13年（1880）Ⅱ4⑳，南部領稗貫郡宮野目

村（北上市）天保4年（1833）の5点の資料である。

稲作業の過程をみると，秋田領は地域的に近いため

か，ほぼ同じ過程を辿るが，花岡・綴子村と平里村で

は，過程の名称や順序に若干の相違がみられる。南部

領の遠野地方は過程の名称や内容に独自のものがゑら

れるし，宮野目村は畔塗から稲作業が開始される。こ

の5地域の中で，遠野地方のみが｢クロオーコシ｣から｢稲

刈」まで一貫して役表示を用いている。花岡村は「田

打」から「田草取」まで役表示であり，「稲刈」は刈

表示になってL,る。綴子村もほぼ同じて､あるが，「稲

刈」の記載がな↓､。また，平里村では，「田打」から

「畔塗」までが役表示であり，「田植」・「田草取」

。「稲刈」は刈表示となっている。さらに宮野、村は

田打から稲刈までが刈表示である。これらを総合的に

判断すると，面積表示としての役から刈への変化の過

程を読みとることができよう。これは第1図で示した

’
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※｢大館市史編さん資料第二十一集」
（嘉永6年廻田録)より作製

Ⅱ4⑳小測・小様村（阿仁町）同年

29,500束÷420人役=70.2束7斗7升3合

であって，（現)鷹巣町東部および(現)阿仁町地域は

1人役70束～75束・収穫米7斗～9斗である。また，

Ⅱ4⑧のように菅江真澄は(現)比内町で1人役を100刈

刈と聞いている。そして，二井田（大館市）一関家の

嘉永6年（1853）を第6表でみると，1人役平均67束

収穫玄米は1石2斗9升9合であって，鷹巣町東部・

阿仁町地域よりも刈数が少ないが，収穫米で大きく上

回っている。

また，1人役（シ役）の反畝（坪）についてみると，

弘前領ではⅡ1⑳にあるように，200坪である。南部

領ではⅡ2⑳．⑳のl人打7～8畝,⑯の8畝となっ

ている。仙台領はⅡ3③6～7畝，⑥は7畝，⑦は7

～8畝となっている。秋田領の場合は，Ⅱ4③1反，

⑤は250坪,⑨1ツ役200坪，⑪7～8畝,c194坪,⑪

6～8畝，⑫5畝，⑬8畝となっているが，6～7畝

が多い。

また1人役の面積の相違につし､てあげると，弘前領

では，Ⅱ1⑳のように古田6畝20歩・新田1反歩とな

っている。南部領は，Ⅱ2⑬にあげているように，鹿

角郡では上田で1反2．3畝歩，下田は1反6．7畝

といわれる。また，七戸通の検見における畑1石の人

役は第7表のようになっている。これをみると，1つ
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田畠役（人役）の地域について

ように，田の面積表示が(現)玉山村が役と打であり，

（現）雫石町は打と刈，（現）鹿角市は役・打・刈で

あった。これらも役→打→刈の推転の姿を示している

と思われる。そして，役の根幹部分の「田打」に労働

量として伝承されるという結果になったと考えられる。

第8表秋田・南部領の稲作業と役・刈
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※番号は稲作業の順序

Ⅵ結びにかえて

1．江戸期以前における東北地方の面積表示

江戸期以前において，東北地方の大名が家臣に対し

て，知行を宛行うが，それを中心にあげる。

（ｲ)米沢地方，伊達政宗の知行宛行状

天正14年（1586）

－23－
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田植

田草取

稲刈

花 岡

(1日1人）

1人役

（1日1人）

2人役

（1日1人）

10人役

馬1匹に付

1人半役

馬1匹に付3人役

,馬一匹に付掻方3

人役・早乙女1人

に付1人役

（1日1人）

1人役

（1日1人）

150束

綴 子

ｊ

ｊ

ｊ

人
人
人
付

１

１

１

に

日
役
日
日
匹

１
役
人
役
１
役
１
役
役
１

く
人
半
人
く
人
く
人
人
馬

①
１
女
２
②
皿
③
３
５
④

2人役

⑤馬1匹に付3人

役・早乙女2人．

深田3人

⑥（1日1人）

1人役

遠 野

①c態ｼ）
6人役

②(涙震）
3人役

④（1人にて）

上5人役・中4

人役・下3人役

③(意農）
3人役

⑤（中シロ）

5人役

役
役
役

人
人
人

４

３

３

⑥
⑦
⑧ ﾉ

⑨1人役

平里

①（1人前）

1人役

②（小切l人前）

1人半役

④（l人前）

2人役

③（馬7匹）

10人役

⑤早乙女l人前

100刈

⑥（1人前）

100刈

⑦（1人前）

50束

宮野目

②（1人前）

日とろ1.00刈

かた田50刈

③(田打返1人前）

日とろ1.50刈

かた田100刈

①（l人前）

200刈

④（馬1匹）

⑤

100刈

日とろ1.00刈

かた田90刈

⑥（l人前）

50刈

⑦（l人前）

50刈



国安 寛

田は苅，畠は貫文

（飯沼二郎「石高制の研究」）

(ﾛ)仁賀保兵庫頭，仁賀保宮内少輔に知行宛行

文禄元年（1592）

一 、志と橋村本郷村大竹村中沢村桧口村

金浦村

右之田地

都合七万八千苅

（後略）

．（「秋田県史資料古代中世編」）

ﾔﾘ西馬音内城主小野寺茂道，小田原参陣ニツキ家臣

ヨリ役銭ヲ徴ス

天正十八年（1590）

境 井八千五百刈ヤク

大津豊前千七百刈ヤク

（前同）

(二)浅利則頼侍分限帳

高御知行之分稲知行ノ部

知行弐百苅中野住多賀谷図書助

（後略）

㈱秋田城之介より立山氏に与えた知行宛状

文禄四年（1595）

一、五百苅松木村

一、六百苅尺迦内村

．合千百苅速可令知行者也

文禄四年七月十日愛季（筆者？）

立山市内

（「鹿角志」）

㈲葛西氏の知行宛行状

永正元年（1504）～天正十八年（1590）

胆沢・江刺・西磐井・東山・気仙地域は苅高，

一部貫高

（「岩手県史第三巻中世篇下」）

(ﾄ)東磐井郡磐清水濁沼（千厨町）風十記雪上

岩井郡濁沼里知行束御年貢

一、九千八百十束苅六百八十一俵此作主御百姓

一、十人作出雲一、廿人作尾張（後略）

「(前略)濁沼村十二人の所有水田面積は，合計百

四十八人役である。九千八百十束苅を百四十八

人役に割当すると，一人役は六十六束となる。

（後略）

（前同）

以上のように，東北大名もしくはそれに準ずるもの

が家臣に与えた知行地の面積表示は，一部貫高もある

が概して「刈高」である。さらに（卜）にあるように，

村落段階で刈，そして，岩手県史の執筆者は｢○人作」

を「役」と判断している。この1人役66束はV3で取

り上げた役と刈の関係からすれば，納得できる説明で

ある。そうすれば，中央で秀吉政権が石高制を押し進

めている時期において，それぞれの位層ではあくしよ

うとした高の地域性を図式化するとつぎのようになる。

（統一政権）（東北地方大名）（在地）

石高一刈高マ：
2．高の地域性

役を石高制との関連で考えてみよう。まず，「役」

の意味は，素朴にとらえてみても負担・義務である￥）

また，刈高（貫高）および石高も農民の負担を抜きに

しては存在しない。土地を何らかの方法で計量するこ

と自体，義務を課するためである。従って，役．刈高

・石高は共通性をもっている。

「地方凡例録」（上巻）一、百苅反歩之事

往古ハ田畑高もなく，反別も一定せず，稲の束数を

以て田数とす，今も片都の遠境に無高．無反別の村

など，何拾苅・何百苅と束数にて反歩を分る処あり

てて至って古法なり，

として,田租2束2把をあげている。この「地方凡例

録」では,刈高を古法とし,また当時の辺境に残る，と

している｡つまり，「役」の存在に気付かなかった，と

いうことであり，「役」はそれほど，深部．最辺境に

あったとみてよい。従って，江戸期に残存する負担の

地域性を図式化すると，

（中央）（東北地方）（東北北部及び他の辺境）

石高刈高役

となる。

3．田畠役の起点

すでにI3の③．④にあげているが，「役」と名子

制度は関連しているとみてよい。その外に類似の例を

あげると，

（ｲ)青森県三戸郡階上村（階上町）野沢家

40才まで本家に同居して働き,41才の春に分家，

家，屋敷，家具,1年分の食料，水田1反，畑，町
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田畠役（人役）の地域につL､て

ぐら、､を分与，なおほかに小作地として畑若干を本

家から借りるのが普通であった。（中略）独立した

経営体を維持できず，分家後も本家から生活全般に

わたって援助を受けており，その反対給付として本

家の仕事に手伝いにいくのであった。野沢家のカ

マド（分家）が本家に働きにいくことを地頭役とい

っており，年に29人役と決められていた。

（「日本民俗学講座I」）

（ﾛ)岩手県二戸郡荒沢村石神（安代町）斉藤家

（前略）召使の分家（名子）に対しては家,家財’

農具を分与し，屋敷のほかに稲田二人役位（一人
やくず

役は五、六畝）畑一反歩なL､し二反歩を役地とし,
わけさく

田三人役位，畑適宜を分作地として貸与する。

（中略）名子から大家に対する次の場合には賦役
た

を意味している。すなわち名子は一般に農事は田
うちた め

打，田掻き，田植，草取，稲刈，稲上げ,稲こき

につき各二日位大家に行き労役する。（後略）

（有賀喜左衛門著作集I「日本家族制度と

小作制度」）

レウ島根県那賀郡伊南村（金城町・浜田市）岡本家

（前略）小作人の地主に対する労務提供は「屋敷

の下人勤は男月に一人役，五月九月三人役にて’

十六日頭付勤むる。勤十七日に成り候へば米九合

宛給し渡す。女極り無，見合遣可申」とあり，毎

年十六日だけは地主の宅に行き無報酬で労務を提

供して，その家庭労働，または農業労働に服さね

ばならなかった。

これに対して小野博士は「元亀の頃，岡本氏が

この『名』に入地したる時に慣行せられたる『名』

内隷農民の名主に対する奉仕関係が現在まで存在

するとの解釈も下され得るのである」といわれて

いることによっても知られるように，↓､わゆる中

世的恩給制的名子の残存とみられる。

（森嘉兵衛著作集第五巻「奥羽名子制度の研

究」）

のように，名子の賦役労働から転化したものと考え

られる。しかも，中世的な名子制度との関連でとらえ

てみることも可能ではないか，と思われる。さらに，

さかのぼって，律令時代の労働力の徴発の仕方'5)に

「役」の起源を求めるべきであろうと考えるものであ

る。

極めて大胆な推論をし､えば，（農民の）負担の単位

面積の表示は田畠役→刈高→石高の歴史順序を経過し

たものと思われる。

菅江真澄は，文化6年(1809)秋田領山内村和田（五

城目町）で「いなうるひの塚」をみて「なへて陸奥，

出羽の風，いにしへさまに吹博ふ事の多し」と記述し

ている。すなわち東北地方は古代からの文化がふきた

まっているとぶているわけであるが，かつて全国的に

あったものが，この地方に残存してL,る，とみてよい

か，また，それを残存させる要因は何か，残された課

題が大きい。

謝辞

本稿を執筆するに当り，とくに合川町文化財保

護協会・森吉町立図書館・阿仁町教育委員会・

田沢湖町教育委員会・大館市史編さん室・青森郷

土館・弘前市立図書館・岩手県立博物館・雫石歴

史民俗資料館・沢内村・湯田町・和賀町・玉山村

・花巻市・北上市・都南村・胆沢町・江刺市・金

ヶ崎町の各教育委員会・東北歴史資料館・宮城県

立図書館（順不同）には，資料の提供および御教

示等を頂いた。末筆ながら謝意を表したい。

註

1）「思想」1985年11月号

2）「同上」同上6月号

3）表記の仕方が資料集とやや異なる。大館市編さん室の

御好意により原資料コピーの表記を用いた。

4）「大館市史第四巻」および比内町史編さん室戸嶋原三

郎氏の御教示による。

5）「津軽藩の基礎的研究」所収（前期農政の基調と展開）

6）秋田大学荻真一郎助教授の筆写資料による

7）原資料は，鷹巣町太田長谷川啓司氏蔵「天保凶飢見聞

録」

8）「南部叢書第四巻」所収（郷村古実見聞記第三巻）

9）税務大学校「南部藩検地検見作法書」所収（御検見作

法書）

10）税務大学校「前同」所収（斗代並御検地御定目）

11)「秋田県近世編下」（村法と村方騒動）筆者の分担執

筆分

12)菅野文夫「中世における土地売買と質契約」（史学雑

誌93－9）および深谷克己「日本近世の相勉と重層｣(思

想726）

13）「大館市史第一巻」（三村灸の様子）

14）尾藤正英「徳川時代の社会と政治思想の特質」（思想

No.685所収）

－25－



寛

（

国安

'5）藤井一二「初期荘園の開発と労働力編成」
究No549所収）

16）「夷含奴安装碑」（菅江真澄集第三巻）

(歴史学研

I

１
１
Ｉ
Ｉ
！
ｌ
ｌ－ 2 6－


